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(1)ヌースと二つの原理 (2)世界創造の開始 (3)世界の展開 (4)魂の帰還
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マスクした要素はプロティノスの観たグノーシスの世界観であり、その他はサー
ンキヤ学派の世界観である。グノーシスの世界観については、プロティノス著作
の記述タイプ、番号、参考文献中の記述の位置を英数字で示してある。サーキヤ
学派の世界観については参考文献の位置、もしくはサーンキヤ詩（S.K.）の番号

を示してある


